
様式 C-7-2

自己評価報告書

平成 22 年 3 月 31 日現在

研究分野：数物系科学

科研費の分科・細目：物理学・物性Ⅱ

キーワード： 強相関、有機導体、異常応答、磁性、誘電性

１．研究計画の概要

強相関系としての有機導体に着目し、外場

に対して特異な応答を示す電子状態、およ

びスピン状態を理論的に探索することを研

究目的とする。近年、(a)～(c)に挙げられ

るように1次元・2次元有機導体の中にこれ

までにない異常応答現象が次々と報告され

ている。(a) サイリスタ型の非線形電流電

圧特性を示す不安定有機金属θ-ET2CsZn(SC

N)4、(b) 絶縁相へのレーザー光照射によっ

て高伝導性を示すディラック電子系α-ET2I

3、 (c) 巨大負磁気抵抗を示す1次元フタロ

シアニンTTP[FePc(CN)2]2。

研究計画を項目別にまとめる。

(1) 異方的三角格子状のスピンレスフェル

ミオン模型の基底状態と、動的応答を

明らかにする。

(2) 1次元拡張近藤格子系における電子相

関効果と磁場効果を調べる。

２．研究の進捗状況

(1) 異方的三角格子上のｔＶ模型の基底状
態の性質を、異方性(V,V’)を取り入れ
て調べた。
方法論として、強結合極限からの摂動
計算と、厳密対角化、2次元ＤＭＲＧ、
などの数値的手法を組み合わせ、

多角的な解析を行い、系の異方性パラ
メタ (V/V’)および相互作用の強さ
(t/V)の変化に伴う基底状態の変化を
明らかにした。

(2) 1 次元拡張近藤格子模型の基底状態を、
ＤＭＲＧを用いて明らかにした。
相互作用パラメタ J、U、V 依存性を調
べ、等にＵ、Ｖが強い領域で、磁性が
フラストレートし、外場に対して強い
応答を示す可能性について理論的に検
証した。磁場下での相図も求め、フタ
ロシアニン鉄塩の実験結果と比較、議
論を行った。

３．現在までの達成度
達成度②おおむね順調に進展している。
3年間の間に、二つの系の基本的な性質を

概ね明らかにすることができた。また、各モ
デルにおいて、特定のパラメタ領域で新しい
電子状態や磁性が得られることを、理論的に
明らかにできた。

４．今後の研究の推進方策
(1)(2)ともに基底状態に関してはある程

度の理解を得ることができた。今後、動的応
答関数を直接計算することにより、研究の最
終目的である異常応答に関してより明確な
結論を得ることを目指す。
具体的には(1)ですでに着手しているＣＰＴ
を用いたスペクトル関数の計算や、量子モン
テカルロ法を用いた有限温度における電荷
の揺らぎのエネルギースケールの見積もり
などを、今年度遂行したい。
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